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( i ) a, bを実数とする．2次不等式

x2 + ax+ b > 0 …… 1⃝

の解がすべての実数となるための必要十分条件を，次の二つの方針で考えよう．

方針 1� �
2次関数 y = x2 + ax+ bの最小値に着目する．� �

y = x2 + ax+ bの最小値は
アイ

ウ
a エ + bである．よって， 1⃝の解がすべての

実数となるための必要十分条件は

アイ

ウ
a エ + b オ 0

である．

方針 2� �
2次方程式 x2 + ax+ b = 0に解の公式を適用したときの根号の中に着目する．� �

x2 + ax+ b = 0に解の公式を適用すると，x =
−a±

√
a カ − キ b

2
となる．

よって， 1⃝の解がすべての実数となるための必要十分条件は

a カ − キ b ク 0

である．

オ , ク の解答群 (同じものを繰り返し選んでもよい．)

0 < 1 = 2 > 3 ≦ 4 ≧

(ii) cを実数とする．2次不等式 −x2 + cx− 4 < 0の解がすべての実数となるための

必要十分条件は

ケコ < c < サ

である．
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【答】
アイ

−1

ウ

4

エ

2

オ

2

カ

2

キ

4

ク

0

ケコ

−4

サ

4

【解答】

( i ) x2 + ax+ b > 0 …… 1⃝
方針 1で考える．



2

y = x2 + ax+ bのグラフは下に凸であるから， 1⃝の解がすべての実数となるための必要
十分条件は「(y の最小値) > 0」となることである．y は

y =
(
x+ a

2

)2

− a2

4
+ b

と変形されるから，最小値は

− 1
4
a2 + b ……（答）

である．よって， 1⃝の解がすべての実数となるための必要十分条件は

− a2

4
+ b > 0 2 ……（答）

である．
方針 2で考える．
1⃝の解がすべての実数となるための必要十分条件は 1⃝が実数解をもたないことである．
解の公式を適用すると

x =
−a±

√
a2 − 4b
2

……（答）

となるから，求める条件は

a2 − 4b < 0 0 ……（答）

である．
(ii) −x2 + cx− 4 < 0の辺々に −1をかけると

x2 − cx+ 4 > 0

である．
方針 1を用いて，−x2 + cx− 4 < 0の解がすべての実数となるための条件を求める．

x2 − cx+ 4 =
(
x− c

2

)2

− c2

4
+ 4

であり，y = x2 − cx+ 4の最小値は − c2

4
+ 4であるから，求める条件は

− c2

4
+ 4 > 0

c2 − 42 < 0

(c+ 4)(c− 4) < 0

∴ −4 < c < 4 ……（答）

である．

• 方針 2を用いる．
x2 − cx+ 4 = 0の解は

x =
c±

√
c2 − 4 · 4
2

であるから，−x2 + cx− 4 < 0の解がすべての実数となるための条件は

c2 − 42 < 0 ∴ −4 < c < 4

である．


